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は  し が  き

古代か ら熊取野 とよばれた本町域 は、現在 まで変わることな く「熊取」 と して独立

した地域を保持 し、恵 まれた自然 と貴重な文化遺産を今 日に伝える町です。

町内には重要文化財中家住宅をは じめ有数の文化財が知 られていますが、他 に42カ

所を数える埋蔵文化財包蔵地があり、遺構 と遺物を埋蔵 しています。

熊取町では昭和60年度か ら国庫等補助金を受 けて発掘調査 を実施す るよ うにな り、

これまでに貴重な資料を得ることがで きました。

本書 は平成13年度国庫補助事業 として実施 した発掘調査 の実績報告書 として作成 し

たものです。今後多方面 においてご活用いただけるよう願 ってお ります。

最後 になりま したが、本年度現地での発掘調査にあた って御協力をいただ きま した

土地所有者な らびに関係者各位に対 しま して紙上をお借 りし厚 くお礼申 し上げます。

平成14年 3月

熊取町教育委員会

教育長 甲 田  太 二 郎



例  言

1。 本書 は、平成13年度に国庫補助金を受 けて、熊取町教育委員会生涯学習推進課文

化財係が実施 した熊取町遺跡群発掘調査における概要報告書である。

2.調査は、熊取町教育委員会生涯学習推進課文化財係考古学技師前川 淳 を担 当者

として、平成13年 4月 1日 に着手 し、平成14年 3月 31日 を もって終了 した。

確認調査では、調査区をカラー リバーサルフィルムと白黒 フィルムで撮影 し、平

板で調査区位置図 (平面図)を作成、調査区壁面図を作成 し、記録 にとどめた。

また測量作業後は必ず埋め戻 して現場作業を完了 した。

3.本書 は、報告書の作成の都合上、平成 13年 4月 1日 か ら平成 13年 12月 29日 までの

発掘調査成果及び、平成12年度事業で昨年「熊取町埋蔵文化財調査報告第 36集」

で報告で きなか った平成13年 1月 5日 か ら同年 3月 31日 までの発掘調査成果 (4

件)を掲載する。

4.本書 における図面の標高 は、 To P。 (東京湾平均潮位)を 用いた。また方位 は、

地図以外については磁北を示す こととした。

5。 本書 における図面の土色 は、『新版標準土色帖』第10版 (小 山正忠・ 竹原秀雄編、

農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人 日本色彩研究所色票監修 1990

年度版)を用いて目視 により比定 した。

6.本書の作成及び発掘現場での作業にあたつて、下記 の調査員・ 調査補助員・ 作業

員の参加を得た。

池上裕也、関井澄子、永橋祥行、前田公子、山本恵子

宇沢克之、太田敏治、岡本利市、坂本善成、橋本松雄、平阪博司

7.本書の執筆 は熊取町教育委員会生涯学習推進課文化財係考古学技師前川淳が行 っ

た。
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第 1 立早 はじめに

平成13年度における、文化財保護法に基づ く土木工事等 による埋蔵文化財の発掘の届

出・ 通知件数 は32件 (平成13年 12月 29日 現在)であり、昨年の同時期は38件であった。

本書では平成13年度国庫補助事業 として実施 した、降井家屋敷跡 1件、朝代北遺跡

1件、平成12年度事業で実施 した紺屋遺跡 1件、大久保 C遺跡 1件、東 円寺跡 2件 を

合せた 6件の発掘調査の成果について概要を報告する。

平成 13年度国庫補助事業発掘調査一覧表

遺跡名 所 在 地 申請者名 申請面積 調査年月日

紺屋遺跡00-1区 紺屋一丁目116 中西 博司 178.90rご 2001 0116

東円寺跡00… 14区 野田二丁 目2384-1 藤原 健 102.74rぽ 2001 0214

東円寺跡00… 15区 野田一丁 目2156-8 矢倉 清・冴子 102.74rピ 2001 0328

大久保 C遺跡00-1区 大久保東一丁目34-1他 2筆 下中 浩文 141.66rピ 2001 0227

降井家屋敷跡01‐ 1区 大久保中二丁目 2-5 西浦 義信 238.62rピ 2001 0514

朝代北遺跡01-1区 朝代西三丁目761-3 山口 良里 120.62rご 2001 1016-17

第 2章 地理的環境 と周知の遺跡
第 1節 地理的環境

熊取町は大阪府泉南地域の中央に位置 し、貝塚市・

泉佐野市の両市に囲まれた町である。町域は東西約4.8km、

南北約7.8kmと 南北に長 い木の葉状を呈 している。 町域

の総面積は約 17.19kJを 有する。地形による面積比を見 る

と、山地41%、 丘陵24%、 段丘 23%、 低地 12%に 区分

され、山地・ 丘陵部が町域総面積の約 3分の 2を 占めて

いる。地域別に見ると、町南部においては、泉南地域の

基本山地の和泉山地から派生する和泉丘陵 とその縁辺部

に発達する段丘部が多 くを占めている。 また北部では狭

小ながらも河川の対岸に洪積地が形成 されている。 町域

に水源を持つ河川は雨山川・ 和 田川・ 大井 出川・ 見出

川の 4水系が存在 している。いずれも町南部の山間部を

水源 としており南部から北部へ向かって流下 し、泉佐野市を経て大阪湾に注 ぎ込んでいる。

本町が瀬戸内式気候区の東端に位置 しているために年間降雨量が少量であることか ら、古

くから町域一帯に多 くの潅漑用の溜め池を目にすることが出来る。

熊取町の位置
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第 2節 歴史的環境

町内の遺跡 は現在42カ 所を数える。

縄文時代以前の遺構は発見 されていないが、東円寺跡 の所在す る熊取町野 田の町立

中央小学校で縄文時代早期の有舌尖頭器 と石鏃が検出されているので、東 円寺跡 は縄

文時代か らの複合遺跡である。

弥生時代の遺跡 も発見 されていない。」R熊取駅のある大久保における駅前整備事業

に伴 う平成元年の発掘調査では畿内第V様式を示す土器が大量 に検 出 され大久保 E遺

跡 となったが、その土器は古墳時代初頭の所産 と考え られている。

古墳時代の遺跡 として、町中央部の山の手台地区 に五門古墳 と五門北古墳が記 され

ているが、既に開発で消滅 している。

飛鳥時代 については、平成10年度の久保城跡98-1区の調査で複数の溝が検 出され、

その中か ら飛鳥 V様式 といわれる土師器や須恵器が出土 した。

奈良時代についてはこれまで東円寺跡87-1区 の調査で建物 4棟 と土墳、須恵器、土

師器が検出されたのみにとどまっていたが、平成11年 7月 熊取町七山で西暦 750年以降

の奈良時代を示す多 くの須恵器が宅地開発の発掘調査で検 出され、熊取町第41番 目の

「七山東遺跡」 となった。 また小垣内においては、平成13年度の試掘調査で中世の土器

とともに奈良期の須恵器破片が出土 している。 これ らの ことか ら熊取町全域 は奈良時

代には本格的に開発されていたものと考え られる。

平安時代については、野田の熊取町役場付近に想定 されている東 円寺 の創建が、発

掘調査で発見 された軒瓦の比較考察か ら平安時代末 とされている。 また平成 8年度 に

は大久保か ら紺屋にかけての私立病院の発掘調査で黒色土器や須恵器、土師器が 自然

流路内か ら検出されている。

鎌倉時代以降中世に関 しては、熊取町内の遺跡のほとん どが同時代 を中心 とした様

相を示 している。野田の東円寺跡、久保の久保城跡、大浦 の大浦遺跡、紺屋の紺屋遺

跡、七山の七山東遺跡では瓦器を豊富に含む包含層が存在 してお り、建物・ 溝 とい っ

た遺構 も検出されている。平成13年度には小垣内で幅10m程 の溝跡 (堀 ?)が見つか

り、新たに第42番 目の「小垣内西遺跡」 となった。

戦国期は和田の重要文化財来迎寺の新本堂建設工事の際、境内か ら多数 の16世紀 の

土師器皿や瓦片が出土 した。

江戸時代の特異な遺跡 としては、五門の重要文化財中家住宅 およびその周辺遺跡、

大久保の重要文化財降井家書院周辺の降井家の屋敷跡がある。平成13年 度の中家住宅

での調査では、実に3,000破 片の土師器皿や軒丸瓦片が出土 した。
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第 3節 周知の遺跡

池 ノ 谷 遺 跡 1散 布 地 1日 石  器

甲 田 家 住 宅

6東 円 寺 跡

1雨 山 遺 跡

周知の遺跡一覧表

主   な

地 1平  地 1国指定重要文化財

地 1平  地 1江戸期か ら明治期頃の陶磁器等出土

地 1丘 陵腹 15～ 16世紀の土師器を検出

縄文・奈良・鎌倉～室町・江戸の複合遺跡
|

古墳参考地、現在消滅

古墳参考地、現在消滅

周知の遺跡 時

一町
一町

江
一姓

室
一室
一鎌

類

一物

一物
一院

例
一囲

造

一造

造
一院

建
一建

一寺

建
一寺

名
一院
一宅
一堂

～ 江

書
一住
一本

家
一　
一寺

井
一家
一迎

降
一中
一来

地
一宅

宅

一宅

代
一炉

～ 江

一星
倉

宅 地一戸

〓
戸

器1澪鞣

1 34

五門・ 紺屋共同墓地

毘沙門堂跡、現在消滅

大森神社神宮寺、現在消滅

平  地 弥生末～古墳初中心の遺物出土   |
奈良～平安期の河川跡検出     |

1大 久保 D遺跡 散 布 地

鎌倉 ～江戸 13～ 14世紀の瓦器等出土

鎌倉～江戸 宅 地 1平  地

大 久保 E遺 跡 1集 落 跡 1弥 生～江戸 1宅 地 1平 地 1弥生末～古墳初の遺物多数出土

1久 保 B遺 跡 1集 落 跡 1鎌 倉～江戸 1宅 地 1平 地 13～ 14世紀の瓦器等出土

中家住宅周辺遺跡 夏 落 跡 1室 町～江戸 1宅 江戸期以降の陶磁器等多数出土

朝 代 北 遺 跡 1散 布 地 1鎌 倉～江戸 1宅 地孫 倉時代以降の遺物み包含層

七 山 東 遺 跡 1散 布 地 1古 墳～室町 1宅 地 1奈良時代の須恵器を多量に含む包含層

３５

一
３６

地
一地

宅 地 1平  地

14世 紀代の600基以上の土墳墓群等検出室   町 1畑 地 丘陵腹

土塁 0堀切等の構築物を確認 している高 蔵 寺 城 跡

月見ノ亭・ 馬場・ 千畳敷の地名が残る

須恵器等を採取するも現在消滅111五 F弓 遺 跡 1散 布 地 1古 墳～江戸

五 門 北 古 墳 古   墳 1宅 地

室   町 1墓 地 享徳 4年銘 (1445)の 五輪塔の地輸出土

的場・矢 ノ倉等 の字名、瓦器片多数出土15久 保 城 跡 1城 郭 跡

山 ノ 下 城 跡 1城 郭 跡

池 1平  地
|大 谷 池 遺 跡 散 布 地

祭礼 御旅所跡 祭 礼 跡 1室

寺 院 跡 :鎌

金 剛 法 寺 跡 寺 院 跡 1室   町

鳥 羽 殿 城 跡

墓 ノ 谷 遺 跡 寺 院 跡

花 成 寺 跡 1寺 院 跡

平 地 1敷地を区画する溝や江戸初期の陶磁器等降井 家屋敷跡 屋 敷 跡 室 町～江戸

大 久 保 A遺 跡

下 高 田 遺 跡

散 布 地

倉 1 田 1平  地

弥生 ～江戸大久保 B遺 跡

遺 跡 1散 布 地

白 地 谷 遺 跡 1散 布 地 1室 町～江戸

大 久 保 C遺 跡 散 布 地 室 町～江戸

天正年間 (1573～ 92)雑賀衆徒の城跡城 郭 跡

平安末～鎌倉初の遺構・遺物検出

鎌倉～江戸 1宅 地

地

´

に 蒔
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第 3章 調査成果の概要

紺屋遺跡について

紺屋遺跡 は紺屋地区の北端、口無池の西側に展開する。紺屋は」R熊取駅 のある大久

保 と熊取町役場のある野田とを直線で結んだ中間に位置 し、北 は大阪外環状線国道170

号線、南は旧外環状線国道170号線に挟 まれた地域である。

」R熊取駅に近いなど現在は簡便な地域で、町内では最 も平坦な地形 の広が る地域 の

ひとつで、古 くか らの埋蔵文化財の包蔵量が多 い一帯 と推定 される。

昭和60年 のスーパーマーケットの建設工事に伴 って分布調査を実施 した際、 中世遺

物を中心 とする埋蔵文化財を検出 し、包蔵地 として周知 され るに至 った。平成 9年 に

は遺跡の西端部にある私立病院の病棟建設に伴 って確認調査 を実施 し、古代 の土器片

とそれを含む流路を検出 したため、小規模なが ら初めて本調査を実施 した。調査では 1

0世紀を中心 とした平安期の土器片を検出 し、熊取町の発掘調査上で特異な状況 をみせ

た。流路 は当初 自然河川的な ものと考え られたが、その後 の考察か ら人工的 に開削 さ

れた幅10mに も達する溝的なものと考え られている。

懇 、

第 1節 紺屋遺跡00-1区の調査

調 査 地  紺屋一丁 目116

調 査 期 間  平成13年 1月 16日

位置と環境

申請地 は紺屋遺跡の南端に位置 し、私立病院に隣接する宅地である。

コ
［日
］

］よ
/η    /

ジャンボスクエア熊駁
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調 査 内 容

調査は 2カ 所の調査区を設定 して機械掘削によって実施 した。両調査区 ともGLよ り

0.5m下 まで現代の造成土 (客土)がある。その下 に層厚約0.lmの 旧耕作土 と0.15m程度 の

整地土があり、GL下 -0,75m以下 に中世の包含層 と同種の層が観 られる。 この層からは遺

物 は検出されなかった。地山はさらに下にあって検出に至 らなか った。埋蔵文化財 は検

出 しなかったが、今回の工事 によって、GL-0.75m以下の層が破壊 されることがないため、

一応埋没保存 とし調査を終了 した。

1 75YR 7/8黄橙色 (1日 造成時客土 )

2 10YR 2/1黒色 砂質土 (焼 土 )

325Y 5/1黄 灰色 粘質土 (近 現代耕作土 )

4 10YR 6/2灰 黄褐色 粘質土 (近 現代耕作土 )

5.10YR 7/2に ぶい黄橙色 粘質土

6 10YR 5/'1褐 灰色 粘質土 (遺 構埋土系包含層 )

小   結

遺物を検出しなかったものの、包含層 らしき6土層を検出した。これは平成 8年度に今回

の調査地点の西側に存在する私立病院の病棟建設にともなって実施 した紺屋遺跡96-1区の調

査で10世紀頃の土師器を検出した溝状遺構 SD-01の 埋土に類似 している。その時の調査

では、その黒褐色の粘質土の埋土にはほとんど土器類が含まれていなかったが、細心の注意

を払って精査 した際にようやく蛸壺などの古代後期の土器の検出をみた経緯がある。
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東円寺跡について

位置と環境  東円寺は、野田地区の熊取町役場 の南側一帯 にあ った とされ る寺院

跡である。文献では元来「東曜寺」 と称 していたとされ る。 これまでの発掘調査で は

平安時代末期頃 と考え られている軒丸・ 軒平瓦が出土 したのをは じめ、瓦器、土師器

に加えて古代の須恵器や縄文時代の石器など多 くの遺物が出土 してお り、複合遺跡 と

しての性格を呈 している。今 日まで確実に寺院 と判 る遺構 は検出されていないため、

伽藍配置等は全 く不明である。
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第 2節 東円寺跡00-14区の調査

位置と環境

調査地点 は野田集落の只中にあり、古 くか らの大 きな屋敷が多い平坦な場所である。

地図上では、熊取町役場か らまっす ぐ南方向に下が った大字「大門」 に近 い。周辺で

はこれまで幾度 と確認調査を実施 してお り、多 くの瓦器や瓦片 と遺構を検出 している。

中で も平成12年、今回の西隣接地における個人住宅建設に伴 う確認調査 (東 円寺跡00-5

区)で は、 1カ 所の トレンチ内より859点 にも及ぶ遺物 を検 出 した。 この うち瓦器片が

518点 と多数を占め、 さらに東円寺軒丸瓦片や白磁片を出土 し、平安末期か ら鎌倉時代

中期頃までの僅かな期間に栄えたと考え られる旧東 円寺 と深 い関わ りがある場所では

ないかと思わる。今回の調査地点はその東隣である。

調 査 地  野田二丁 目2384… 1

調 査 期 間  平成13年 2月 14日

中 央 小 学 校

＼/二♯■|【

¨
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調 査 内 容

工事 は個人住宅建替えにおける新築で、図のように調査区を設定 して、機械掘削を

実施 した。GL-0.2mま では撹乱 されている。その下 に層厚0.5m程度 の近代～近世 の整

地土が存在 し、以下は黄褐色粘質土の地山である。 このGL-0.7mの 地山面 には井戸跡

の一部 と思われる土墳 SE-01を 検出 した。埋土 は10YR6/1の 砂質土で、遺構が深

く規模 は確認で きなか った。掘削除去土および埋土か ら遺物 は一切検出 しなか った。

東円寺跡00-14区 調査区東壁

125Y 3/1黒 褐色 砂質土 (1日 造成時客土 )

225Y 41‐ 2暗灰黄色 砂質土 近世～近代の造成客

325Y 512暗 灰黄色 砂質± 2層 と類似

425Y 713灰 黄色 砂質土 SE-01埋 土

5 10YR 6.1褐 灰色 砂質土 SE 01埋 土

小   結

平成12年東円寺跡00-5区 のような遺物 は確認で きなか ったが、井戸跡 のよ うな土墳

が検出で き、東円寺跡00-5区 の遺物 と併せて この付近 に平安～鎌倉期の建物があ った

可能性 は高い。旧東円寺 との関連については確定的な物証 は得 られなか った。

第 3節  東円寺跡00-15区の調査

調 査 地  野田一丁 目2156… 8

調 査 期 間  平成13年 3月 28日

位置と環境

調査地点 は東円寺跡の南東に位置 し、熊取町役場 の東、熊取町立中央小学校 の北 に

面 している。小学校では平成 5年度の東円寺跡93-1区 の調査で分厚 い中世期の包含層 と

多 くの遺物を検出 している。 また平成12年度には小学校 とは逆方向の調査地点 の北側の

低丘陵における宅地開発で確認調査を実施 したが、埋蔵文化財は一切検出 しなかった。
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調 査 内 容

調査は 2カ 所の調査区を設定 して機械掘削 によって実施 した。 GL下 -0.6mま で旧建

物建設時のバ ラスによって盛土 されてお り、 さらに層厚0.2mの 整地土がある。GL-0.8m

以下に中世の包含層が 3層観 られた。 目立 った遺物を検出 しなか ったが、今回の工事

ではこれ らの層 は保護 されるため、埋没保存 とした。

東円寺跡00-15区 調査区東壁

1 75YR 5'8明褐色 砂質土 (旧 造成時客土 :バ ラス)

2N  31 暗灰色 砂質土 近現代耕作土

3N  6/ 灰色 砂質土 近現代耕作土

425Y 7.‐ 4浅黄色 粘質土 (中 世包含層 )

5 10YR 6/1褐 灰色 砂質土 (中 世包含層 )

6 10YR 613に ぶい黄橙色 砂質土 (中 世包含層 )

小   結

目立 った遺物 こそなか ったが、中世の包含層が厚 く観 られ、南面す る小学校 での東

円寺跡93-1区 の調査結果に共通点がみ られた。93-1区 では包含層か ら比較的多 くの遺物

を検出 した ものの、遺構については旧東円寺につなが るものはな く、 中世 の耕作跡が

検出されたにとどまった。個人住宅 という小規模の開発 ため、確認調査 も地山面を検

出す るには至 らず、遺構の存在は不明であった。
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大久保 C遺跡について

大久保 C遺跡 は」R熊取駅前に展開す る大久保地区では最 も東南端 に位置 している。

重要文化財降井家書院 と、その東方に並ぶ重要文化財中家住宅 の中間 に位置す る。現

在 は比較的古 い工場や住宅が狭 い路地沿いに並ぶ街並みを見せている。 この ことか ら

もこの地域 は重要文化財降井家書院周辺の大久保集落 と同様かな り古 くか ら安定 した

台地上の平坦地に集落が営 まれて きた ものと思われる。熊取町には他 に駅前区画整理

事業で大量の古代土師器を出土 した大久保 E遺跡や大久保 B遺跡があるが、大久保 C

遺跡か らはこれまで瓦器破片を中心 とす る中世遺物を多 く出土 してお り、 それ らの駅

前の大久保遺跡 とは性格が異なっているといえる。 また この遺跡では平成 9年 に個人

住宅の建設 に伴 って確認調査を実施 し、中世の包含層 と柱穴 らしきピッ トなど遺構 を

検出 している。今回の調査地点 はその北隣地である。

第 4節 大久保 C遺跡00-1区の調査

調 査 地  大久保東一丁 目34-1他 2筆

調 査 期 間  平成13年 2月 27日

位置と環境

調査地点 は遺跡の中央部東寄 りに位置 している。南隣接地で は個人住宅建設 に伴 っ

て大久保 C遺跡97-1区の調査を実施 し、中世期 の柱穴 と遺物 を検 出 している。周囲を

完全に住宅に囲まれた狭い街路の一角である。
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調 査 内 容

調査 は 2カ 所の調査区を設定 して人力掘削 によって実施 した。両調査区 ともGLよ り

1.lm下 まで掘削を行 った。GL-0.15mま で現代の造成土 (客土)がある。その下 に層厚約 0.

15m程度の江戸期の整地土があり、GL-0.4m以 下 に層厚 0.3～ 0.4mの 中世包含層が観 ら

れる。 この層からは遺物 は検出されなかった。 GL-0.7m以 下 は地山である。 この地山検

出面に溝 SD-01を 検出 した。 この遺構からは遺物等 は検出 しなかった。 この遺構 は人

為的であることは明白であったが、時代の特定 には至 らなか った。 おそ らく中世期 もし

くは古代後期の所産ではないか。今回の工事によって、 GL-0.4m以 下 の層が破壊 される

ことがないため、埋没保存 とし調査を終了 した。

大久保C遺跡00-1区

1 10YR 4/4褐色 砂質土 (1日 造成時客土 )

2 10YR 2/1黒 色 砂質土 (1日 造成時客土 )

3 10YR 6′ 14に ぶい黄橙色 砂質土 近世耕作系

4.25Y 6/2灰 黄色 砂質土 近世耕作系

525Y 712灰 黄色 砂質土 中世耕作系包含層

6 10YR 611褐 灰色 砂質土 中世耕作系包含層

7 10YR 7/2に ぶい黄橙色 中世遺構埋土

82.5Y 8‐/3淡黄色 砂質土 地 山

遺物を検出 しなか ったものの、包含層 と溝状遺構を検 出 した。 中世包含層 と遺構 の

検出状況は平成 9年度の大久保 C遺跡97-1区 の調査結果 と酷似 している。97-1区では 4

基の柱穴を検出 してお り、今回の溝状遺構 と併せて、 この調査地点付近 に掘立 て柱建

物を中心に溝等を配置 した集落遺構が存在 している可能性が極めて高いことが判 った。

その遺構の年代 は古代～中世が考え られ るが、97-1区 の柱穴の規模が大 きいことか ら

すると、古代期の遺構の可能性 もある。大久保 C遺跡の北方 には平安期の遺構・遺物を

出 した紺屋遺跡 もあり、関連が究明 される日も近いと思われ る。周辺地での今後の開

発に注意 したい。

′jヽ 結
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降井家屋敷跡 について

この遺跡 は文字 どお り重要文化財降井家書院の降井家周辺 に展開 し、 かつての降井

家の広大な屋敷地を示す遺跡である。降井家 は熊取町では最 も名高 い旧家の一つで、

東方約500mに存在する重要文化財中家住宅の中家 とは親戚関係 にあるとされる。 明確

な記録 にこそないものの古代か ら代々熊取地域 に住んだ一族であ り、熊取 に隣接す る

泉佐野市の日根庄に九条家が荘園を営んでいた時期には、熊取地域で何某の荘園体制

の下で農耕 に従事 し、徐々に勢力を蓄えたものと思われ る。 16世紀前後 には管領細川

氏の被官であるとされる行松氏が熊取地域一帯を治めた とされ るが、細川氏 の没落 と

ともに行松氏が衰亡 したのを契機 に中氏・降井氏 ともに大幅に土地を集積 し、戦国期 に

は信長・秀吉 と交戦 して一時衰退 したものの、江戸期になると再び隆盛を極め、岸和 田

藩下で七人庄屋の筆頭格を勤めるほどの名家 となった。現在の降井家 の外北西側で、

1985(昭和60)年 に大阪府教育委員会が、 1986(昭 和 61)年 に熊取町教育委員会が小規模

な調査を実施 したが、その際には江戸後期の多量の陶磁器 と同時期の屋敷地 の区画を

するものと推定 される溝を検出 している。その後 は周辺地で個人住宅建設 に伴 う小規

模な確認調査を数度実施 しているが、 日立 った成果は挙が っていない。
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第 5節 降井家屋敷跡01-i区 の調査

調 査 地  大久保中二丁 目 2‐ 5

調 査 期 間  平成13年 5月 14日

位置と環境

調査地点 は重要文化財降井家書院の北30mに 位置 し、住吉川の左岸 にあたる。周辺

は比較的小規模の民家が密集 している。北西約30mの 地点で平成 9年個人住宅建設 に

伴 う確認調査を実施 し、埋桶等の近世の遺構を検出 している。今回の調査地点 は住吉

川に向か って比較的急な下 り傾斜地 になっている。

調 査 内 容

GL直下に旧建物構築時の造成土が約0.2m存在 している。以下には上面を大 きく削 ら

れた砂の地山面が露出する。以下 は礫や砂の地山で埋蔵文化財は一切存在 しない。

降井家屋敷跡01-1区

1旧造成時客土

225Y 3‐ 1黒褐色 砂質土

35Y 7.2灰 白色 砂

425Y 7.3浅 黄色 粗砂

5 10YR 7 6明 黄褐色 砂 (粘 土混 )

625Y 61黄 灰色 砂

小   結

97-1区 とは異な り、旧遺構面 は既に完全 に削平 されて しまったよ うである。 また調

査地点の大部分が傾斜地であるため、遺構が元々少なか ったのか もしれない。

夕
畦

И
ヽ
上
―
―
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朝代北遺跡 について
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朝代北遺跡 は熊取町の中南部、近年大阪体育大学 が設立 された南部 の丘陵地帯 の北

麓にあたる朝代集落の北側一帯である。本町には南北方向に西か ら雨山川、和 田川、

大井出川、見出川の 4河川が北流 しているが、本遺跡のある低地 は、 4河川 の うち最

西の雨山川の左岸流域に南北に長 く展開 している。 この流域 には、住友電気工業熊取

製作所や京都大学原子炉実験所などの大規模な施設が建設 されている。平成 9年度 の

コンビニエ ンスス トアの建設に伴 う試掘調査で初めて中世 の包含層が検出されて、熊

取町第40番 目の「朝代北遺跡」 として周知 され、以後数度 にわたる確認調査等で さ ら

にその範囲を拡大 した。

第 6節 朝代北遺跡01-1区の調査

調 査 地  朝代西三丁 目761-3

調 査 期 間  平成13年 10月 16～ 17日

位置と環境

JR熊取駅方向か ら南へ主要地方道泉佐野・打 田線 を下 って、大阪体育大学 に向か う

と右手に京都大学原子炉実験場や企業の大規模施設が並んで見え るが、 この東一帯が

朝代北遺跡で、調査地点 はこの遺跡の最南端である。す ぐ南側 には山 ノ下城跡 と呼称
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する中世の遺跡が存在するが、山ノ下城跡では現在まで一切遺構・遺物 は発見 されてい

ない。山ノ下城跡が中世の山城跡 とす るな ら、調査地点 はその裾部 にあたるため、城

郭の一部 に相当する可能性 もある。周辺地域 は田畑が広が っていたが、近年 ミニ開発

や飲食店の建設が盛んに行われ、道路面 に合わせるよ う盛土 による造成が実施 され る

などしたため、旧状を大 きく失 った住宅地になっている。

調 査 内 容

工事は個人住宅の新築工事で、図のように調査区を設定 して、機械掘削 による確認調

査を実施 した。現地表面下-0.5m掘削すると黄褐色粘質土 の地山まで到達 した。壁面図

に示 したとおり、GL-0.25mま で旧建物 に伴 うバラスと、-0.5mま での25cmの 間 は空缶 と

瓶を含む客土が観 られる。地山面は削平を受 けており、遺構や遺物 は一切なかった。

И
ヽ
半
―
― 朝代北遺跡01-1区 調査区南壁

1 10YR 8'3浅 黄橙色 砂質土 (1日 造成時客土 )

2 75YR 3/4暗 褐色 瓦礫 (1日 造成時客土 )

3.10YR 8ァイ6黄橙色 砂質土 地 山

小   結

残念なが ら目立 った成果は挙が らなか った。主要地方道泉佐野・打田線の南側で調査

が行われたのは今回が初めてであり、包含層が存在 していない状況 は、過去 の北側 の

調査成果 とは異なっていた。朝代北遺跡が発見 されたのは平成10年度であ り、以来合

計約 6件の調査を実施 しているが、主要地方道泉佐野・打田線の北側では今のところ瓦

器や土師器など中世の土器を含む包含層が必出 しているにとどまってお り、建物や溝

など遺構が検出されたことはない。
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第 4章 ま と め

以上、紺屋遺跡、東円寺跡、大久保 C遺跡、降井家屋敷跡、朝代北遺跡、 5遺跡 6

件の国庫補助事業に伴 う発掘調査成果を報告 した。

紺屋遺跡

調査では平成 8年度に隣接地の私立病院で実施 した発掘調査 した際 に検 出 した遺構

の溝 SD-01の 埋土 とほぼ同 じものと考え られ る黒褐色土層 を検 出 した。今回その層

か ら遺物の検出はなか ったが、当遺跡の特徴を裏付 ける発見であ った と評価で きる。

平成 8年度の紺屋961区の調査で この溝状の遺構か らは10世紀頃の土器群 を検 出 して

いることか ら、いずれ周辺で同時期の集落遺構などが発見 される可能性がある。

東円寺跡

00-14区 の西隣接地 は、昨年度大量の瓦器や白磁、東円寺軒丸瓦の一部 を出土 した東

円寺跡00-5区 であり埋蔵文化財の検出が期待 されたが、遺物・ 遺構の検出はなか った。

しか し東円寺跡00-5区 の土層 とはほぼ同様であ り、かつての中世 当時の生活面 は、

江戸時代以降農耕開発で削平を受 け、溝などの深い遺構のみが残 され、 そ こに中世 の

遺物が埋蔵 されている状況である。

00-15区 は、南向かいの中央小学校での平成 5年度 の東円寺93-2区 の調査成果 とほぼ

一致する土層を検出 した。中世に脈々と農耕が行われたことを物語 るものであろう。

大久保 C遺跡

97-1区 同様、柱穴 らしきピットを検出す るなど、周囲一帯 に中世 の建物跡 などの遺

構が存在 している可能性がさらに高 くなった。今後付近での開発 に十分注意す るとと

もに、遺跡の性格を究明 していきたい。

降井家屋敷跡

今回の01-1区 の調査 は北側の住吉川に近 いこともあ って、河岸地域特有 の砂礫 を含

む地山が過去の開発で大 きく切取 られて整地を受 けて しまっている状況が観 られた。

降井家の屋敷跡の範囲内であったことを示す遺物なども皆無であった。

朝代北遺跡

朝代北遺跡 は目下中世包含層のみ確認するに留 まっている遺跡である。 国庫補助対

象 となる個人住宅建設以外の民間開発にともなう数件の試掘調査で も中世遺物包含層

を検出 し、遺跡 としての範囲は比較的大 きな ものとな っている。 いずれ中世期の建物

跡が検出されることになるだろう。

-16-



写
真
図
版

一

紺 屋遺 跡 00-1区  調 査 区 1全景

紺 屋 遺 跡 00-1区  調 査 区 1壁 面 (北 壁 )
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二

東 円寺跡 00-14区  調査区全景

東 円寺跡 00… 14区  調査区壁面 (北 壁 )
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三

東 円寺跡 00-15区  調査区全景

東円寺跡 00-15区  調査 区壁面 (東 壁 )



写
真
図
版
四

大久 保 C遺跡 00-1区  調 査 区 2全 景

大久 保 C遺跡 00-1区  調 査 区 2壁 面 (北 壁 )
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降井 家屋 敷 跡 01-1区  調 査 区全景

降井 家屋 敷跡 01… 1区  調 査 区壁 面 (北 壁 )
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六

朝 代 北 遺 跡 01-1区  調 査 区全景

朝代北遺跡 01-1区  調査区壁面 (北 壁 )
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調 査 期 間 調査面積 ぽ 調 査 原 因

市 町 村 1遺 跡 番号

紺屋遺跡

00-1区 ¨̈一中

“
大
　
く
食

27361 34°  24′  01″ 135°  20′  58〃

20010116

20010116

個 人 専 用

住 宅 建 設

東円寺跡

00-14区

大阪府泉南郡

熊取町野田

27361  1    6 34°  23′  50″

20010214

20010214

個 人 専 用

住 宅 建 設

東円寺跡

00-15区 ¨̈　一̈
“
大
　
く
育

27361  1    6 34°  23′  49″

20010328

20010328

個 人 専 用

住 宅 建 設

大久保 C遺跡

00-1区

０
郡
　
∝
保

一
［
　
一
』

め
阪
　
“
取

“
大
　
億
熊

27361 メ
34°  23′  54″ 135°  20′  53″

20010227

20010227

個 人 専 用

住 宅 建 設
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区
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　　・‐
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０‐

↑
郡
　
“
保

一
［
　
一
』

「
阪
　
わ
取

“
大
　
は
熊

273“ | メ 34°  23′  57″ 135°  20′  49″

20010514

20010514

個 人 専 用

住 宅 建 設

朝代北遺跡

01-1区
27361  1    40 34°  22′  58″ 135°

個 人 専 用

住 宅 建 設

所 収 遺 跡 種  別 遺 跡 の 主 な 時 代 な 遺 構主 主 な 遺 物 特 記 事 項

紺屋遺跡  00-1区 散 布 地 平安～室町時代 な  し な  し 層 :平 安～室町時代

東円寺跡  00-14 寺 院 跡 縄文～江戸時代 上  壌 な  し 層 :鎌倉～室町時代

東円寺跡  00-15, 寺 院 跡 縄文～江戸時代 な  し な  し 層 :鎌倉～室町時代

大久保 C遺跡00-1 散 布 地 鎌倉～室町時代 溝 な  し 層 :鎌倉～宅町時代

降井家屋敷跡01-1 屋 敷 跡 室町～江戸時代 な  し な  し な   し

朝代北遺跡 01-1 散 布 地 鎌倉～室町時代 な  し な  し な   し
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